ヒューマニスティック英語教育研究会・会員各位

ヒューマニスティック英語教育研究会2025年度・春季研究会
拝啓 先生方にはますます御健勝のこととお喜び申し上げます。

平成30年（2018年）に設立した当研究会も皆様のご支援を得て、現在では76名の会員とともに、児童・生徒の「人格の完成」を目指した英語教育の構築に向けて取り組んでおります。　　

さて、このたびオンラインにて2025年度・春季研究会を開催させていただくこととなりました。今回は、当研究会会員である中田先生、石井先生から実践発表、本研究会の支柱となるカール・ロジャーズの教育観について大阪教育大学教授の水野治久先生にご講演いただきます。

皆さま及び当研究会のさらなる飛躍のステップとなる大会にしたいと願っております。知人や同僚の先生方をお誘いのうえ、奮ってのご参加をお待ちしております。
敬具
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会  長　三浦　孝（静岡大学名誉教授）
                      　
· と　き： 2025年5月25日(日)   13：00～15：35（受付：12：45～）　　　　　 　　　 　  
· オンライン

· 参加費：無料
· 参加申し込み方法

https://forms.gle/LpXR3GcNeN59jxsL9

· プログラム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総合司会　加賀田 哲也

１．開会あいさつ（13：00～13：05）  　　   会長　三浦　孝（静岡大学名誉教授）
２．実践発表 (13:05～14：00)　　　　　　
　中学校「「愛」と「平和」の種を蒔く英語授業」
発表者　中田未来（大阪教育大学附属池田中学校）
概要：「愛」について考える授業との出会いからヒューマニスティックな英語教育に目覚めた経験と、英語の歌づくりを通して生徒の心に平和の種をまく学びを模索した実践を紹介します。
　高校　「生徒の心の動きを引き出す表現活動の試み」
発表者　石井博之（茨城県立水戸第二高等学校）
概要：「自己表現を通じて、生徒の人間形成を助けること」をテーマに、様々な活動を実践してきました。実際の生徒の作品も示しながら、生徒の内面に迫る活動の事例をいくつかご紹介できればと思います。
３．総会（14：00～14：15）

４. 講演（14：20～15：30）
「教育に応用できるカール・ロジャーズの来談者中心療法」
講師　水野治久（大阪教育大学副学長・教育総合系教授）
概要：私は，大学や学校現場で，カウセリング，学校不適応の予防・解決について考えてきました。カウセリングの基本概念であるこの理論がどのように教育に応用可能なのか，先生方と議論ができたら幸いです。
５．閉会あいさつ（15:30～15:35）　　　　　　副会長　柳田　綾（桜花学園大学）
● 問合せ先：  加賀田哲也 (loveeng@hct.zaq.ne.jp）
●　研究会HP　Humanistic-language-teaching-japan5 (webnode.jp)
